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１．施設の概要 

平成２９年度 福岡女子商業高等学校事業計画書 

 
学校名 所有区分 郵便番号 学校（会場）所在地 電話番号 FAX 番号 

福岡女子商業 

高等学校 
法人所有 ８１１－１２０３ 

福岡県筑紫郡那珂川町片縄北 

１丁目４番１号 

０９２－ 

９５２－２２３１ 

０９２－ 

９５２－５９３４ 

 

２．学生の概要 
（１）設置課程・学科・収容定員・在籍者数一覧（平成２９年３月１日現在） 

大学科 学年 学科 コース 定員 在籍数 収容率（％） 

商業 

１年 商業系  ２４０名 １７６名 ７３．３％ 

２年 
総合ビジネス科 

進学・高資格取得コース ４０名 ２９名 ７２．５％ 

総合ビジネスコース １２０名 １０６名 ８８．３％ 

情報ビジネス科 情報ビジネスコース ８０名 ６５名 ８１．３％ 

３年 
総合ビジネス科 

進学・高資格取得コース ４０名 ３６名 ９０．０％ 

総合ビジネスコース １２０名 １１５名 ９５．８％ 

情報ビジネス科 情報ビジネスコース ８０名 ７４名 ９２．５％ 

 
（２）平成２９年度入学者数・卒業者数・退学者数・除籍者数予測一覧 

 入学者数 編入学者数 卒業者数（終了者数含） 退学者数 除籍者数 増加予測人数 

商  業 １０７名 ０ １９９ ６ ０ －９8 

                                        退学者は前年度数 
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３．教職員関係 

 
（１）平成２９年度管理職の概要 

職名 氏名 備考（新任・留任等） 

学校長 柴田 晴夫 留任 

教頭 濱田 芳宏 新任 

事務長 藪 博志 留任 

 
（２）平成２９年度教職員の概要 

  合計（人） 

教員 
本務 ４４ 

非常勤 ６ 

職員 
本務 ３ 

兼務 ０ 

 
非常勤内訳（音楽、商業、家庭２名、茶華道） 

職員３（藪事務長、原、長井） 



平成２９年度事業計画書福岡女子商業 3  

４．事業の概要 

 
（１）事業の概要 

本校は、平成２９年度より学校法人八洲学園として新たなスタートをする。この私学化を契機として、商業教育の特色化を図るとともに、部活

動強化に取り組むなど、中学生にとって魅力ある教育活動を展開し、入学生の増加を図る。 

・今後商業分野で、一層の需要が見込まれるEC（電子商取引）に必要な基礎技能の習得のため、生徒と教職員にタブレットを配布し、校 
舎全館でWi-Fiを整備する。また、教職員の技能を高めるため積極的にＩＴ企業との人的交流を図る。 

 

（２）主な事業の目的・計画 

年度 事項 概  要 進捗状況 
２９～ 第２体育館建設 

 

 

ＩＣＴの活用 

（タブレットの配布

と校舎全館にWi-Fi
の設置） 

部活動強化のため第２体育館をプール
を撤去して建設。 

 

教職員と生徒全員にタブレットを貸
与。全館にWIFIを整備。 

概算見積もり １６３百万円 
 
 
概算見積もり ３５百万円 

 

 

（３）施設・設備の整備計画 

・ 本校は伝統的に部活動が盛んで、常に県大会上位を占める部活動がある。特にハンドボールは過去に全国大会へ出場した経験もあり、現在

全国女子チームの主将、永田選手は本校の出身である。今後、更なる飛躍を期すためには、練習拠点となる第２体育館を早急に建設する必要
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がある。なお、本校には現在体育館と多目的ホールがあるが、いずれも狭く雨天時の正課体育の活動場所の確保に苦慮している。 

 教職員と生徒全員にタブレットを貸与し、機器の取り扱いに習熟させる。また、調べ学習や語学学習などに活用し、ICTの有用性を理
解させる。次年度以降は、より高度な活用を研究し、ICT活用技能はもとより、最終目標である電子商取引技能を習得させるなど、商業
教育の差別化、特色化を図り入学生の増加を図る。 

 
（４）授業料等の変更 

 なし 

 
（５）卒業者数、進路状況 

卒業者数 
就  職 進  学 家事手

伝い 
未定 

学校紹介 家業 公務員 四大 短大 専門学校 

２２５ １０８ ２ ３ １７ ３６ ５２ ６ １ 

 

（６）生徒の就職、進学の状況 

   就職指導員２名を配置。年間５００社以上を訪問している。求人約３００社以上、その中から厳選して１５０社程度を生徒に紹介。就
職率１００％の学校として中学校に定着している。 

   進学も地元国立大学、私立大学等へ毎年進学しているが商業高校は即就職というイメージが強く、今後進学面の強化と併せ広報が必要
である。 

    

 
（７）教員の採用・退職計画 
  当初計画のとおり採用できている。なお、家庭科の常勤講師（非常勤であれば２名）が確保できていない。また、英語教育充実のためＡ
ＬＴ１名の追加検採用を検討中である。本年度１名の定年退職者があるが、併せて生徒数減に伴う人員配置計画の見直しも必要である。 
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（８）今後の課題 

  生徒数の確保に向けた広報宣伝活動の充実と併せ、全職員の担当中学の分担や、専従広報職員の配置を検討していく。 


